
「人間関係づくりプログラム」の取組の工夫

佐伯市立鶴谷中学校では、地域児童生徒支援コーディネーターにより、「人間関係づくりプログラム」の取組が工夫されています。
「シンプルで誰でもできるものを、一枚岩で実践する」ことを大切にした取組を紹介します。

佐伯市立鶴谷中学校

取組概要

担任がいなくても学年部で対応可能

短時間でも必ず行い、感情の共有を図る。
（感情の教育である構成的グループエンカウンター

【ＳＧＥ】を意識する）

・自分の胸で振り返る。
・隣の人と伝え合う。
・グループで伝え合う。 等

※めあて
・自分や相手のことを知ろう
・自分や相手のよいところを見つけよう

※ルールは３つ。３年間。
〈行動の教育であるSSTを意識する）

1. 相手の顔を見て、話したり、聞いたりしよう
2. うなずきながら聞こう
3. 「お願いします」「ありがとうございました」を言おう

エクササイズ シナリオ
※エクササイズは３種類
「質問ジャンケン」「二者択一」「アドジャン」

※お題（テーマ）は５種類。一週間ごと

黒板掲示

※お題は、ロイロノートの【資料箱】に保存しているもの
（一年間分）を、電子黒板に表示する

・生徒指導の３機能を意識して取り組む
・アイメッセージ中心の言葉がけ
・無理をさせない
・肯定的な働きかけ中心
・ノンバーバルメッセージを意識する 等

教師の留意点ふりかえり


